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       １３：００－－サンプラ

ザ新鮮館前・受付開始。氏

名を登録・祭り袢天をきる。

（小学生以下は、保護者の付

き添いが必要です）。のみ物・

おかし、沢山用意しており
ます。
１３：４０－－神事→ホラ

貝・ワッショイ→

１４：００－みこし・ねり

太鼓出発→サンプラ広場か

ら信号を渡ってローソンの

前→あとむ幼稚園・十市小

学校前・歩道を通って→メ
ダカの池で少し休憩→新宮
神社の拝殿前に据え置く。

お
ね
り
太
鼓

子
ど
も
み
こ
し

サ
ン
プ
ラ
ザ
新
鮮

　

館 

前
・
集
合

①

１５：１５～１５：４０

・夏祭の神事（拝殿前）

・巫女舞い（あとむ幼稚園児）

１５：４５～１６：１０

・あとむ幼稚園児の太鼓や踊り

１６：１５～１６：４５

・十市保育園児の太鼓や踊り

・おやじ太鼓

１６：４５～楽しい屋台の開店

１７：３０～土俵清めの神事

　①保育・幼稚園児のとりくみ

　②小学１～３年生

　③小学４年～６年生まで。

１９：００～２２：００

　・宵宮祭・「ともしび祭り」

　　絵馬・献灯・点灯・開始

　20:00「雅楽の生演奏」

境内奉納行事
   進   行  表

（一休みと次の準備タイム）

②

　
　

と
も
し
び
の　

ゆ
ら
ぎ
と

か
た
ろ
う　

こ
こ
ろ
さ
や
か
に

　

雅
楽
の
流
れ
る
静
寂
の
境
内

に
、広
が
る
無
数
の
小
さ
な
火
、

手
を
合
わ
せ
る
浴
衣
の
幼
児
・

横
顔
に
揺
れ
る
ロ
ウ
ソ
ク
の
明

か
り
…
…
。
昼
間
は
、
あ
と
む

幼
稚
園
、
十
市
保
育
園
、
十
市

小
学
校
の
参
加
を
得
て
、
太
鼓

や
踊
り
、「
子
ど
も
み
こ
し
・

お
ね
り
太
鼓
」、「
子
ど
も
す
も

う
」、「
絵
馬
」
な
ど
で
賑
わ
い

ま
す
。

　

今
年
か
ら
、
幼
児
の
奉
納
神

楽
と
楽
し
い
踊
り
ば
か
り
で
な

く
、
小
学
生
の
描
く
「
絵
馬
」

と
そ
の
原
点”

迎
え
火”

を
復

活
。
暗
闇
の
訪
れ
と
共
に
境
内

一
杯
に
献
灯
さ
れ
ま
す
。

　

真
夏
の
宵
宮
祭
は
、
祖み

先お
や

の

御
霊
を
迎
え
、
共
に
楽
し
む
祭

で
す
。
参
加
者
一
人
一
人
が
竹

筒
に
ロ
ー
ソ
ク
を
灯
し
、
境
内

一
面
に
広
が
る
幽
玄
の
世
界

…
…
、
手
を
合
わ
せ
祖
先
の
み

た
ま
・
燈
明
の
揺
ら
ぎ
と
の
遭

遇
は
、
蒸
し
暑
い
夏
の
夜
の
爽

や
か
な
忘
れ
得
ぬ
思
い
出
と
な

る
で
し
ょ
う
。
大
き
な
か
が
り

火
も
復
活
の
予
定
で
す
。

　

◆
１
セ
ッ
ト
＝
２
０
０
円

（
幼
児
１
０
０
円
）。
換
え
ロ
ー

ソ
ク
１
本
＝
１
０
円

　

◆
自
由
先
着
用
３
０
０
セ
ッ

ト
。
予
約
も
受
け
つ
け
中
。
竹

筒
に
お
名
前
や
お
願
い
事
を
自

由
に
添
え
書
き
下
さ
い
。

　

◆
と
も
し
火
セ
ッ
ト
は
、
当

日
、
神
社
で
配
布
し
ま
す
。

と
も
し
火
の
祭
り

　

今
年
か
ら
伝
統
行
事
を
復
古
し
、
夏
の
夜
を
思
い
出
深
い

お
祀
り
に
変
え
ま
す
。
ロ
ウ
ソ
ク
３
０
０
本
の
と
も
し
火
は
、

往
古
か
ら
の
か
が
り
火
を
一
人
一
人
の
捧
げ
る
こ
こ
ろ
の
と

も
し
火
に
、
先
祖
の
み
た
ま
を
手
に
触
れ
て
、
体
で
感
じ
て

も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。

　

さ
ら
に
、
若
者
た
ち
の
協
賛
を
得
て
、
高
知
県
の
若
い
神

職
さ
ん
た
ち
が
、
平
安
の
貴
公
子
の
衣
装
で
雅
楽
の
生
演
奏

を
や
っ
て
く
れ
ま
す
。
３
０
０
本
の
と
も
し
火
の
中
に
浮
か

ぶ
白
装
束
の
雅
楽
の
生
演
奏
を
夏
の
思
い
出
に
ど
う
ぞ
。
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新
宮
神
社
�
御
祭
神
�
祭
礼
日

�
�
�
神
社
名 

新
宮
神
社

�
�
�
鎮
座
地 

高
知
県
南
国
市
十
市
字
新
宮
山
五
九
三
七
番
地

�
�
�
祭
神 

天
照
皇
大
神
・
伊
邪
那
岐
神
・
健
速
須
佐
之
男
神

�
�
�
旧
社
格  

郷
社
・
十
市
地
区
�
総
鎮
守
�

�
�
�
建
物  

本
殿
・
流
�
造　

幣
殿
・
拝
殿
・
権
現
造　

銅
版
屋
根

�
�
�
境
内
社
①
豊
受
神
社 

祭
神
・
豊
受
姫
神
�
本
殿
東
側
�

     　

    

②
神
母
神
社  

祭
神
・
保
食
神
�
本
殿
西
北
側
�

           

③
天
満
宮   

祭
神
・
菅
原
道
真
公
�
本
殿
西
南
側
�

           

④
子�

�
�育

神
社  

祭
神
・
木
花
開
耶
姫
神
�
第
一
鳥
居
前
�

�
�
�
祭
礼
日

歳
旦
祭 

�
月
�
日
�
�
月
�
日
�
�
初
詣
・�
郷
土
�
描
�
絵
画
展
��

　

・�
�
焚
上
�
祭
�
�
月
�
日
午
後
�
時
頃
�
�
��
古
札
消
却
�

  

・
�
�
�
焼
�
�
�
月
13
日
午
前
10
時
�
�
�
�
�
�
池
�
執
行
�

  

七
草
・
若
菜
節
句
・
昭
和
祭　

�
月
�
日

　

・
厄
払
い　

�
月
末
�
節
分
�
予
約
�
予
定
�

　
　

�
家
祈
祷
受
付
�
�
�
�
月
�
多
�
�
月
日
随
時
�
可
�

節
分
祭 

�
月
�
日
�
金
�

春　

祭
�
祈
年
祭
�
�
月
20
日

　

・
夏
越
�
祓
�
6
月
30
日
暑
�
夏
�
無
病
息
災
�
越
�
茅
輪
抜
祭
�

  

・
�
�
�
�
会    

�
月
15
日
祖
先
�
霊
�
�
�
�
日
�

　
　

  

境
内
献
灯
�
迎
�
火
・
送
�
火
・
灯
籠
流
�

宵
宮
祭 

�
月
16
日
�
日
�
午
後
�
時
・
子
�
�
�
�
�
・
�
�
太
鼓

出
発
�
奉
納
・
相
撲
�
絵
馬
�
太
鼓
�
踊
�
・
�
�
�
火
祭
�
�
雅
楽
演
奏

夏　

祭 

�
月
18
日

　

・
星
祭
� 

�
月
末
�
土
・
日
曜
日
�
星
祓
�
�

御�
�
�
�立

祭　

旧
�
月
末
日
�
秋
大
祭
�
�
早
�
場
合
�
秋
大
祭
翌
日
�

秋
大
祭
�
神
事
�
11
月
�
第
一
日
曜
日
11
月
�
日
�
�
�
�
・
�
�

太
鼓
・
流
鏑
馬
・
綱
曳

　

・
七
五
三
祭
�　

 

11
月
15
日
�
前
後
�
好
�
�
日
�
�
予
約
可
�

新
嘗
祭
�
秋
祭
�
11
月
24
日

御
迎
祭
�
�
�
�
�
�
旧
10
月
29
日

　

・
一
陽
来
復　

12
月
22
日
�
冬
至
�
陽
�
帰
�
�
�
�
�

除
夜
祭
�
大
晦
日
�
12
月
31
日
大
祓
・
福
火
祭
・
除
夜
祭
・
年
越
参

�
�
�
神
職 

宮
司
・
森
國
英
夫 
権
禰
宜
・
森
國
美
和
子
・
森
國
真
人

　

�
社
務
所
・
宮
司
宅
�
高
知
県
南
国
市
緑
�
丘
一
丁
目
一
七
〇
一

　
　

電
話
�
�
�
・
�
�
�
・
�
�
�
�  fax865-5404　

子授・安産・初宮・七五三・厄祓・自動車安全祓・家祈祷・地鎮祭・工事安全祈願祭・年忌祭・神葬祭

　

七
五
三
は
�
十
一
月
十
五
日

に
氏
神
さ
ま
に
両
親
と
お
子
さ

ま
が
ご
一
緒
に
参
詣
す
る
行
事

で
す
�
今
日
ま
で
の
無
事
成
長

を
神
さ
ま
に
感
謝
し
�
こ
れ
か

ら
も
健
や
か
な
成
長
を
祈
願
し

ま
す
�

　

男
児
�
３
歳
と
５
歳
�

　

女
児
�
３
歳
と
７
歳
�

　

３
歳
の
男
女
児
は
赤
ち
�
ん

を
終
え
丸
坊
主
か
ら
髪
を
伸
ば

す
髪
置
き
行
事
�
５
歳
に
な
る

と
男
児
は
袴
を
付
け
る
袴
着
�

７
歳
に
な
る
と
女
児
は
ひ
も
付

き
着
物
か
ら
�
帯
を
締
め
る
�

古
く
か
ら
�
こ
の
よ
う
に
子
ど

も
の
成
長
を
喜
び
産
土
神
へ
感

謝
に
詣
で
ま
し
た
�

　

誕
生
後
�
出
生
届
の
関
係
で
名
つ

け
は
七
日
目
く
ら
い
に
す
ま
せ
�
半

紙
に
書
き
神
棚
に
掲
げ
ま
す
�

　

安
産
の
お
札
と
御
守
り
を
持
�
て

お
宮
参
り
�
男
の
子
は
生
後
三
十
二

日
�
女
の
子
は
三
十
三
日
目
と
言
わ

　

�
着
帯
の
儀
�
は
ま
だ
記
憶
に
新
し

い
の
で
は
な
い
で
し
�
う
か
�
皇
太

子
妃
雅
子
さ
ま
ご
懐
妊
の
ニ
�
�
ス

で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
�
三

�
四
か
月
目
に
ご
懐
妊
が
確
認
さ
れ

て
か
ら
五
か
月
目
�
臨
産
の
一
か
月

前
��
戌い

ぬ

の
日
�
を
選
ん
で
�
着
帯
の

儀
�
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
�

　

神
社
で
の
安
産
の
ご
祈
願
は
�
懐

妊
五
�
月
目
頃
の
�
戌い

ぬ

の
日
�
が
一

般
的
で
す
�
神
社
か
ら
安
産
の
お
札

と
御
守
り
�
帯
�
岩
田
帯
・
齋い

肌は
だ

帯
�

を
受
け
�
お
腹
に
巻
き
�
家
族
で
お

祝
い
を
し
�
誕
生
へ
の
準
備
と
心
構

え
を
し
ま
す
�

　

赤
ち
�
ん
誕
生
�
こ
こ
か
ら
成
長

と
共
に
節
目
ご
と
の
通
過
儀
礼
が
長

い
歴
史
の
中
で
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
ま

し
た
�
日
本
の
風
土
に
生
き
る
文
化

と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
�

�
子
�
�
�
成
長
�
�
祝
�
行
事

◇
安
産
祈
願

◇
七
五
三

◇
初
宮
参
り

れ
ま
す
が
�
母
子
の
状
態
で
決

め
る
方
が
い
い
で
し
�
う
�
神

社
で
は
１
０
０
日
目
を
お
奨
め

し
て
い
ま
す
�

　

お
宮
参
り
の
数
日
前
に
�
お

子
さ
ま
の
名
前
・
誕
生
日
�
ご

両
親
の
氏
名
・
誕
生
日
を
正
確

に
ご
連
絡
下
さ
い
�
御
守
り
や

お
食
い
初
め
セ
�
ト
の
準
備
に

必
要
で
す
�

神
さ
ま
に
無
事
を

感
謝
し
�
お
礼
参

り
を
行
い
�
お
祝

い
を
し
ま
す
�

六
十
一
歳
・
還
暦

七
十
歳
・
古
希

七
十
七
歳
・
喜
寿

八
十
歳
・
傘
寿

八
十
八
歳
・
米
寿

九
十
歳
・
卒
寿

九
十
九
歳
・
白
寿

父
母
�
五
十
日
�

夫
�
三
十
日

妻
�
二
十
日

嫡
子
�
二
十
日

夫
の
父
母
�
三
十

日祖
父
母
�
三
十
日

○
忌
明
け
の
日
数

○
算
賀
�
年
祝
い
�

神
棚
は
ど
こ
に
お
祭
り
す
る
の
？

　
「
清
く
、
明
る
く
、
高
い
」
場
所
で
、
お

供
え
・
礼
拝
に
便
利
な
と
こ
ろ
で
す
。　

具
体
的
に
は
ど
こ
が
い
い
か
と
い
い
ま
す

と
。
事
務
所
や
家
庭
で
も
設
計
段
階
で
設

定
し
て
お
く
の
が
一
番
い
い
で
し
ょ
う
。

　
　

ま
ず
、
神
棚
の
向
き
は
、
南
向
き
が

い
い
の
で
す
が
、
東
向
き
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
現
在
は
、
高
層
建
造
物
が
多
い
の

で
、
場
所
を
選
ぶ
の
も
大
変
で
す
。
こ
の

よ
う
な
場
合
、
な
る
べ
く
清
浄
な
場
所
を

選
び
、「
雲
板
」
を
設
け
て
、
そ
の
し
た

に
神
棚
を
置
き
ま
す
。
雲
形
付
き
の
セ
ッ

ト
さ
れ
た
神
棚
も
あ
り
ま
す
。大
き
さ
は
、

榊
立
、
神
燈
、
お　

供
え
を
の
せ
る
三
方
、

折
敷
き
等
の
神
具
が
置
け
る
広
さ
が
必
要

で
す
。

神
棚
は
ど
ん
な
形
が
い
い
の
で
す

か
？

　

神
棚
の
宮
形
に
は
、「
神
明
型
」、「
片

屋
根
型
」、「
箱
宮
型
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
屋
根
を
造
る
材
料
、
御
神
座
数
に

よ
り
「
一
社
造
」「
三
社
造
」
な
ど
数
多
く

あ
り
ま
す
。
そ
の
地
域
の
伝
承
様
式
と
設
置

す
る
場
所
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
選
ぶ
の

が
い
い
で
し
ょ
う
。

　
　

 

　

新
し
い
神
棚
は
ど
う
す
れ
ば
？

　

 

・
家
を
改
築
し
た
場
合

　

ま
ず
改
築
前
に
氏
神
様
の
神
職
か
ら
「
神

あ
げ
」
を
し
て
い
た
だ
き
、
古
い
神
棚
を
撤

去
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
一
時

的
に
、
仮
殿
に
お
遷
つ
り
願
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
古
い
建
物
の
解
体
前
の
取
り
壊

し
工
事
安
全
祈
願
祭
の
祭
に
、
神
職
に
お
願

い
し
て
同
時
に
処
置
し
て
お
く
の
が
最
も
簡

単
で
す
。

・
新
し
い
神
棚
に
取
り
替
え
る
場
合
、
改
築

の
場
合
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す
。
取
り
替
え

時
点
で
神
職
に
取
り
替
え
ご
遷
座
祭
を
同
時

し
て
い
た
だ
く
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　

 

神
棚
用
の
祭
具

　

神
棚
の
大
き
さ
に
合
わ
し
て
以
下
の
も
の

を
取
り
揃
え
ま
す
。

　

・
注
連
縄
（
し
め
な
わ
）

　

・
紙
垂
（
し
で
）

①
榊
立
（
さ
か
き
た
て
）
＝
白
い
陶
器
で
榊

を
立
て
る
よ
う
き
で
、
左
右
一
対
。

②
瓶
子
（
へ
い
し
）
＝
白
い
陶
器
で
、
蓋
付

き
の
お
神
酒
を
入
れ
る
容
器
。
左
右
一
対
。

③
水
器
＝
お
水
を
入
れ
る
白
い
陶
器
の
器
。

④
平
瓮
（
ひ
ら
か
）
＝
白
い
陶
器
製
の
小
皿
。

⑥
神
燈
（
燈
明
）
＝
ロ
ウ
ソ
ク
を
立
て
る
も

の
。
神
式
の
も
の
一
対
。

　

・
三
方
（
さ
ん
ぼ
う
）
か
折
敷
（
お
し
き
）

＝
三
方
は
三
方
に
穴
の
あ
い
た
台
の

付
い
た
も
の
、
台
の
な
い
も
の
を
折

敷
⑤
と
い
う
。
塗
り
物
で
な
い
方
が

い
い
。

　

神
棚
の
内
部
の
祭
り
方

　

・
伝
承
さ
れ
て
き
た
御
霊
代
（
御

神
体
）
が
あ
る
場
合
は
、
伝
承
通
り

に
ご
神
座
に
安
置
し
ま
す
。
錦
の
布

や
紅
白
の
絹
で
覆
っ
た
方
が
い
い
。

こ
の
遷
座
は
神
職
に
お
願
い
し
た
方

が
い
い
で
し
ょ
う
。

　

・
一
般
的
な
神
棚
の
場
合

　
　

神
社
で
お
受
け
し
て
き
た
お
札

を
お
祭
り
し
ま
す
。

　
　

ご
神
座
の
順
序
。
左
右
に
余
裕

の
あ
る
神
棚
の
場
合
に
は
、
神
棚
に

向
か
っ
て
中
央
が
最
上
位
、
次
が
右
、

次
が
左
、
の
順
に
外
側
お
祭
り
し
て

行
き
ま
す
。

神
棚
の
祭
り
方

印刷：川北印刷㈱


